
 

 

 

 
 
 

古典の日 

 １１月１日は「古典の日」です。平成２４年に「古典の日に関する法律」が公布・施行され、国の記念日

となりました。この日が「古典の日」となったのは、「源氏物語」が歴史上初めて記録に登場した日に由来し

ているそうです。 

 仁方小学校でも、毎年11月1日に近い火曜日に、全校朝会で、古典の日に関するクイズをしたり、古典

に関して各学年が学んでいることを整理したりしていました。 

 今年度は、バージョンアップして、呉高等学校の廣本校長先

生をゲストにお呼びし、みんなで百人一首に親しむ機会を作り

ました。廣本校長先生は、一般社団法人全日本かるた協会の専

任読手を務めておられています。全国に数名しかいない特別な

読み手で、日本各地や海外でも読み手として招待されるそうで

す。選手としても、広島県内では1人しかいない６段の腕前

を持ち、いろいろな大会で素晴らしい成績を収められているそ

うです。子どもたちに紹介しても、あまり反応はなかったので 

すが、「ちはやふる」という漫画で「廣田幸一郎」というキャラクターのモ

デルとなった方で、映画「ちはやふる」で広瀬すずさんと共演され、冒頭シ

ーンでは序歌を詠まれています。 

 たんぽぽ１－１組の担任の松浦先生は、広島紅葉かるた会の副会長をされ

ており、５段の腕前だそうです。準公認審判員の資格も持っており、広で行

われる全国競技かるた広島大会の責任者にもなっているそうです。中学生の

時、廣本校長先生と対戦して勝ったことがある実力の持ち主です。 

 まずは、廣本校長先生や松浦先生の詠みで、百人一首をやってみました。

句を知らない子でも楽しめるように、上の句を詠み始めると、下の句の画像

がスクリーンに映し出されるようにして、みんなで楽しみました。４年生以

上の人の中には、見なくても上の句を聞いて取ることができる子もいて、学

習の成果が表れているなと思いました。 

 エキシビションマッチでは、廣本校長先生と松浦先生に実際の競技カルタ

をしているところを、説明を交えながら見せていただきました。取りの速さ

に、思わず歓声も上がりました。 

 最後は、4年生代表対廣本校長先生、

５年生代表対松浦先生で散らし取りをし

ました。これは、子どもたちに軍配が上

がりました。 

 これを機会に、百人一首に興味をもつ

子が増えるといいなと思っています。 

 

 

 

 

地域交流清掃 

 11月６日（金）地域の方や保護者の方と一緒に、校内の清掃を行いました。前日の雨で、実施できるかど

うか心配していましたが、とても良い天気になり暑いぐらいの中で、草も抜きやすくなってとてもよかった

です。今年度から、初めて保護者の皆様も一緒に参加してくださり、人数も増えて、校舎の窓ふきや運動場

の草取りなどをしていただき、学校が一気にきれいになりました。ありがとうございました。 

 地域交流清掃では、縦割り班に分かれて行っています。小学校では、縦割り班で掃除を行っており、児童

委員会が中心となって行う児童会活動などでは、縦割り班で遊ぶこともあります。 

 開会行事では、地域や保護者の方から挨拶をいただきました。そ

の後、縦割り班に分かれてお互いの自己紹介を行いました。自分の

住んでいる地区を紹介したり、好きな食べ物や今頑張っていること

を紹介したりするなど、工夫して紹介しました。運動場で行ったの

で、少し声が小さくて 

聞き取りにくかったと

ころがあったかもしれ

ません。 

 

 

 

 

 

 

 今年度から、保護者の皆様からも参加して

いただき、子どもたちと一緒に活動していた

だきました。おかげで校内がとてもきれいに

なりました。ありがとうございました。 

防災ダック 

 11月９日（月）社会福祉協議会と民生委員・児童委員の方々が来て

くださり、災害が起きたときや、連れていかれそうになった時などの対

応の仕方を分かりやすく教えてくださいました。 

 地震が来たら「ダック」といって頭を守ってしゃがむこと、火事が起

きたら「うっ」といって口と鼻をふさぎしゃがむこと、洪水が起きたと

きは、にげるために長靴ではなく靴を履くこと、連れていかれそうにな

った時は大声で叫ぶことなど、たくさんのことについて動作を交えなが

ら練習しました。 

 練習した後は、民生委員・児童委員の方々を覚えるために、一緒に「猛獣

狩りに行こうよ」をして楽しみました。ゲストで来ていただいた、うさぎの

「つばきちゃん」が大人気で、取り合いになっていました。最後には別れを

惜しんで抱きつく子もたくさんいました。 

 「自分の命は自分で守る」ために、全学年「住んでいる地域に怒りやすい災害が分かる」「災害時に避難

する場所や避難の仕方が分かる」児童を１００％にしたいと思っています。ちょうど、地震・津波携帯マニ

ュアルを持ち帰っているところです。各自の避難場所など、繰り返し話題にしてみてください。 
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